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股譜史及 び そ の 色彩の シ ン ボ リ ズ ム
ー 紅と黒の色彩観を中心 に -
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要 旨
本論は, 胎譜の発生と変化分化の歴史を考察し, 胎譜に多用される色彩の うち, 紅と黒を中心と
した臆譜派生の法則性及び色彩の シ ン ボリズム に つ い て 考察を加えたもので あ る｡
健祭の仮面などが母体と考えられる胎譜は , 唐の ｢塗面｣ ｢染面｣ を混腸とし, 宋の 戯文 に至 り ,
｢抹｣ ｢撲｣ などの描写法が出現する ｡ 次い で , 金の侯馬董墓などに よ っ て , 滑稽役者 の隈取 りが類
推可能となる ｡ 『元曲選』 中に は副浄, 撲旦 を中心とした部分化粧の記載が見え , 末や外 などに も
脚色人物本来の顔色が特記されるように なり, こ の ことは内面的個性を顔色に表そうとする具体的
意識の 噂矢と考え られる ｡ 明の伝奇 は , 浄とそれ以外の人物を明確に区分するため に , 浄に胎譜 が
使用され , 昆山腔の脚色名 は腺譜の 施行方法に基づ い て行われ るように なる ｡ 以後, 清に な ると ,
色彩 ごとに登場人物の特徴が次々 と シ ン ボ ライ ズされて いくが , 清中葉で は, 脳門と両眉に具象的
図柄を描く ことに よ っ て人物の特定化が更に明確に なされて い く ｡ 京劇を*'山こまさ に胎譜芸術の
極み へ と向かうの である ｡ こ の背景に は京劇など花部の広範で雑多な享受者が存在した こ と, 加え
て民間の社火臆譜の影響があ っ たことを指摘する ｡ 一 方, 京劇胎譜の洗練に は, 宮廷の股譜観も反
映されて い たと推論する ｡
また, 色彩的に 多用される紅と黒の 二色の考察によ っ て , 内面を表象すると考えられた胎譜は ,
①類似 した個性を同色の範暗に収めただ けで なく, ②親子襲用, Ci)姓名或は色彩語と の類似性, ④
音通 による相関性などの要素に よ っ て数多い登場人物の色彩決定がなされて い っ た ｡ しかし, ⑤反
面的意味で の色彩決定, ⑥舞台上の 色彩 バ ラ ン ス に よる色彩の特定化などの点も同時に指摘し得 る
の で ある ｡ 併せ て , 中国の胎譜に は日本の歌舞伎の ような厳密な正邪の 区分は存在せず, そ の 発生
と派生をみて も唆味な シ ン ボリ ズ ム しか見いだすこと はできな いと結論する｡
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1. は じめ に
｢臆譜とは, 劇中の 登場人物が顔 に施す隈
取りの こ とである ｡ 色彩及 びその 配色 と図案
に よ っ て , 一 般譜に つ き 一 役柄という特定化,
固定化が なされる ｡ つ まり, 色彩に よ っ て,
その役柄がもつ 内面 の特徴が抽象的に 象徴化
さ れ, 図案に よ っ て内面の具象性が加わり,
結果として 人物の 特定化が可能とな るの で あ
る ｡ これが胎譜の 第 一 の 性格で ある ｡




武生で は孫悟空, 高登, 妻維, 常遇春, 李元
覇などの少数に 限られる ことが多い ｡ この 背
景にあるの は, 浄は本来かた き役であり, そ
の共通す る性質として, 校滑さ, 凶暴さを保
有し, 一 方, 丑 は, 魯鈍で あ っ たり, せ っ か
ちで あ っ たりとコ ミ カ ル な役割を担うか らで
ある｡ こうした常人, 或は理想とする人物像
からはみ出した人物を鮮明に示すた めに用い
られるの が腺譜で あり, その 第二 の 性格をな
す｡ 腺譜は, 人間の中で , 最も理想 とする文
人(儒者) とそれ以外の人物とを明確に 区別
する場合に も用 い られる ｡ 人間以外の神もま
た, 自然, 常人と区別する ため に胎譜が用い
られ, そ の色彩として は金銀が多用され, 常
人との 隔絶が示される.｡
それで は, 胎譜作成に おい て , 色彩の象徴
性及 び図案の 具象性は具体的に どの ような
｢法則性｣ に 則りなさ れて い る の で あろうか ｡
また , 胎譜が次か ら次- と生み出されるに当 っ
て働く ｢作用｣と は何か ｡
股譜生成上の要素を解明するため に , 本論
で は, まず胎譜の演変史を述 べ , 胎譜の 法則
性に言及 したあと, その 色彩観に つ い て 明ら
か に したい ｡資料に つ い て は, 主に京劇腺譜を
取り挙げる こと に なるが , 験譜が個々 の地方
劇に特徴的に使用される こ とを鑑み ,随時,捕
足的に それ以外の地方劇の鹸譜も使用したい ｡
執 筆者は胎譜の 分析を通して , 各地方劇
間の関係に つ い て解明す るこ とを併せ て念頭
に 置い て い るが , 本論に お い て は, 紙幅の都
合上 , 論の展開に必要な場合の み言及する に
止 める ｡ 色彩観の考察は, 胎譜色彩の 中心を
なす紅 ･ 黒に 止め る｡
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. 臆譜形成史
股譜l)の 発生に つ い て は, 明確な考証が か
なわぬまで も, 翁偶紅が ｢中国戯曲胎譜芸術
展覧｣ 会 (1988) で述 べ た次の 一 文が参考に
なる2)｡
中国の戯曲胎譜は上古の ト ー テ ム に 脚台し,
春秋の 健祭を濫腸に , 漢代 ･ 唐代の代面に連
なり, 宋 ･ 元 の塗面 へ と発展し, 明 ｡ 清の胎
譜を形成す る｡ 戯曲が形成さ れると, 股譜と
面異は交替で使用される ｡ (そ の こ とが) 最
もは っ きりして い るの は, 貴州 の ｢地戯｣,
江西 ･ 安微の ｢健戯｣, 西帝の ｢蔵戯｣ で あ
り, 生旦浄丑に かかわらず皆面具を付け, ど
の劇も多い時で百余り, 少ない時で も数十は
ある｡ ｢南昆｣ の 中の神仙鬼怪 は , 一 般に は
どれも面具をっ けて , 臆譜を隈取る ことはな
い ｡ 京劇 は全国規模の 大劇種で あり , 大量
に 胎譜を生み出したが , 加官, 財神, 魁屋,
土地, 富公 は面異を載せ て い る ｡ 股譜と面
臭が混合し使用されて い る こ と, 及び腺譜が
簡か ら繁 へ と向か っ て きた点より , 中国戯
曲が漸次発展 して きた軌跡を見 る ことが で き
る｡
こ の ように 胎譜の 起源を上古 の ト ー テ ム ま
で遡り, 股譜その もの の 原型を健戯などの 仮
面に求め, 漢 ･ 唐の代面, 宋 ･ 元の塗面, 明 ･
清の 鹸譜 へ と発展 して きた, とい う叙上 の見
解は, その お お よそに お い て正鵠を得て い る
で あろう｡
で は, 胎譜は実際どの ように して形成さ れ
て きたの か ｡
唐の仮面は, 日本に も伝わり伎楽面に な っ
た こ とは夙に知 られて い るが , 代面はあくま
で も仮面で あ っ た ｡ それが , 険譜同様に顔面
に 直接塗り つ ける塗面に なるの は, や はり,
唐代よりと考えられる ｡ 浜 一 衛3)は , ①後唐
の 荘宗が自ら塗粉して参軍戯をや っ たとノい う
が , 唐と後唐との 年代が接近 して い るところ
か ら見て , 唐の参軍戯も塗面して い たの で は
ない か ｡ ま た, ②浄という字は参軍 の 二字の
つ ま っ たもの とい うか ら, 塗面は古くか らあ っ
たろうとい う推断を行 っ て い る ｡ 王安祈 ば),
塗面の文献資料として , 唐の 段安節の ｢楽府
雑録｣ に記す ｢今為戯者, 著緋, 戴帽, 面正
赤, 蓋其酔也｡｣ を引用し, こ れをそ の 噂矢
とする ｡ 浜や王安祈の 見解を裏付けるように,
股譜史及びそ の色彩の シ ン ボ リズ ム
孟郊の 文に , ｢馬区健撃鼓吹長笛, 産品鼻島尾
岳呂｣5,(｡ 印筆者, 以下 . 印は全て 筆者)
とい う記事が示す如く ｢染面｣ を行 っ た鬼神
や , 『太平広記』 に ｢墨塗其面, 著碧杉子,
作神舞 一 曲｡ 慢趨而出｣6) とい う記事が見 え
るように面に黒墨を塗 っ て舞う 一 種の道化役
者の存在などが, 中唐 ･ 晩唐 ごろの 詩歌の 中
に見え るようになる ｡





(『張協状元』 - 出 ｢水調歌頭｣)
こ こ で言う｢灰｣は白色に近 く, ｢土｣ は黒色
に近か っ た で あろう｡ 同じく 馳 に,
丑 - 我便間宮 - 貴女姐姐, 件又任地孤
弧単単, 我任地呂呂鼻鼻慮
末 - 只是嘆烏 (『張協状元』 十 - 出)
と見え, 丑で ある李小二 がま っ 白い顔に黒色
の 唇で あ っ た こ とが窺え る ｡ もし, ｢自白浄
浄｣ が ｢瑛灰｣ に , ｢噴烏｣ が ｢抹土｣ に 相
当するとすれば, ｢探｣ が顔全体に おし ろ い
をはたく意であるの に対し, ｢抹｣ が線上 の
化粧方法を指して い ると言え よう｡
北宋の 『東京夢華録』 巻7 ｢駕登宝津楼諸
軍呈百戯｣ で は,
又 一 馨爆杖, 楽部動拝新月慢曲, 有島垂
皇
I弓鼠 義兵基鼠 飾以豹皮､ 錦続看帯之瓶
謂之硬鬼｡ - 継有二 三痩癖以粉塗 身, 豊島
呂品,品鹿巌鼠繋錦続固牡看最 手執軟伎,
各作魁語趨鎗, 撃止若排戯, 謂之唖雑戯｡ -
次有 一 撃小飼鍵, 引百錬人, 或巾妾, 或讐
管,｡ 各着雑色半腎, 馳 看帯, 脂呂良基
其面, 謂之抹始｡ 8)
とあるように , 顔に 緑青を塗り, 金色の 目玉
の面を着けた ｢硬鬼｣ あり, 真 っ 白の 顔に金
色の 目玉 の道化役者あり, 黄や白の おしろい
を顔に塗る ｢抹胎｣ ありという記事があるが,
これか ら見て , 緑青, 白, 黄, 金色を用い塗
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面した俳優たちを想像し得る ｡ 中で も北宋で
は ｢抹｣ を中心とする線状の化粧が, 主 に滑
稽役の人物に行われて い た の で はない かと考
え られる ｡
金代で は, かの 侯馬董墓舞台によ っ て , 左
か ら五人目の顔に, 京劇で見 る ｢豆腐咲｣ の
ような白い 三角形の化粧を見 ることが できる｡
こ の資料からだけで は , 果た して京劇と同様
に滑稽的役柄を演じて い たかどうか は断定で
きない もの (a, 後の 豆腐咲をも っ 滑稽役者
｢丑｣ 卸に発展する混腸 で はない か と考え ら
れる ｡ また, 侯馬董墓の 左から五人目の 人物
は, 額か ら目の下に かけて 左右に黒 い線が措
かれ, 右手の 親指と人さ し指を口 に街え て吹
哨するか の如くで ある｡ その 他, 実見 した山
西丙城永楽宮保管元初藩徳沖の 石棺の側面9),
及 び元代稜LJ｣の馬村M墓の 残偶に も同類 の化
粧が施され て い る10)｡
元の資料として は, 洪洞県冨泉明応王殿忠
都秀 一 座の 壁画の 後列左か ら三人目が眉とE]
の 間に白粉をし, 蚕眉を措く図が著名で ある｡
1989年, 撮影は許可されなか っ たが , 明応王
殿調査に 際し, 懐中電燈 に よ っ て , 明応王殿
南面東側に描かれるその 顔を凝視し, 確かに
それらしき様子を確かめ得た ｡ また, 前列左
か ら二 人目の男性も目の 回りに白い粉がめ ぐ
らされて い たの も確認 した ｡
こうした化粧は 『元曲選』 や 『永楽大典戯
文三種』 などの記載に も見える ｡
我倣将軍只会扮, 兵書戟策没半点 ｡ 我家
不開粉鋪行, 志摩爺児両個尽轟鼠
(｢伍員吹篇｣ 第 一 折)ll)
これより, 費無忌と費得雄親子が白い粉の化
粧を行 っ て い たと類推し得よう｡ また, 次の
ように , ｢ おれが粉を操る とおま え は言 うの
かい ｡｣ と, 習ゎ中で, ｢抹粉｣ とい う語が使
用されて い る ことを見れば, ｢操粉｣ とい う
化粧方法が決して 特異なもの で はなか っ たと
言えるだろう｡ その 原文は以下の ようである｡
就我看, 我意噴胎尽也看的過 ｡ 件道我股
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が挙げられる ｡ ｢復落培｣ に 見え る例は, 副
浄が歓笑を得る ために 化粧を施した と解釈で
きる｡
こ の ような化粧は, や が て脚色 にも影響を
与え, ｢瑛旦｣ と呼ばれ る役柄が 元曲に見 え
るように な る ｡ ｢酷寒亭｣ 第二 折に は , 正末
が ｢技旦｣ 役の 粛蛾に つ い て次の ように述 べ
て い る ｡
這婦人抹的青処青, 紫処紫, 白処白,
黒処黒, 恰便似成精的豊島尭尭鬼｡15,
こ こ で は, 顔に様々 な色を用い た女性が措
かれ る ｡ 青 ･ 紫 ･ 白 ･ 黒 が塗 られ , ま る で
｢花鬼｣の如 しと いうの で あるか ら, ｢ 這婦人｣
は貞淑な女性で はな い ｡ そ の 証拠に , ｢灰 関
記｣ 第一 折に は,
我這噴胎実是欠, 人人讃我能嬬艶, 只用
- 盆浄水洗下乗, 倒也開的胴脂花粉店｡16)
とい う捺旦役で ある馬員外の 大津家(っ ま)の
一 言が見え る ｡ ユ ー モ ア に満ちた人物で後の
｢彩旦｣ を想像し得る ｡ しか し, 元雑劇は ,
旦, 莱, 浄の 三 つ から成るの が 一 般的で ある
か ら, 操旦 な どの役柄 は , 当時に お い て は,
言わば例外的なもの で あ っ たのか も知れない ｡
一 方, 元雑劇に おける末や外な どの 本来の 顔
色は胎譜の色彩決定 に大きな影響を与え て い
るが, それは次章に て考察す る ｡
明代に入 ると, 腺譜 は極め て 一 般的に な っ
て行く｡ この 点は, 斉如山の ｢国劇簡要図案｣
によ っ て , 当時の 胎譜の 一 端を知 る ことがで
きる｡ この 図案は, ｢梅氏綴玉軒世蔵｣ と題
され, 綴玉軒は梅蘭芳の書斎名ながら, 数多
くの 戯曲善本ともども蘭芳の祖父巧玲の 旧蔵
であると推定される ｡17) その うちの ｢明朝 人
員胎譜｣ 十 一 帖と ｢ 明朝神怪胎譜｣ 十 一 帖が
現在見る こ との で きる唯 一 の明代胎譜である｡
こ の 明代の股譜に つ い て は, 次章に て 言及
す るが , 明代の 一 般的胎譜傾向に つ い て の考
察は, 前掲の王安祈 『明代伝奇之劇場及其芸
術』 に詳しい ｡ 王安祈は, ｢ 望湖亭｣｢紅梅記｣
などの記載に 基づ き, 浄と丑の化粧がどち ら
も ｢花斑斑｣ で ある こと, ま た , ｢酒家傭｣
｢焚香記｣ などにも浄と丑が ｢花粉｣｢花腺｣
｢花面｣ と称されて い る こ とよ り, 浄と丑の
明確な区分 は存在しなか っ たとする｡ しか し,
そ の 色彩は ｢五色斑欄｣ と限 らず, 時に は,
｢ 黒｣ 一 色で ある こ とな どか ら, ｢花面｣ とは
｢素面｣ に対する概念 で色 を塗 っ て い る顔を
指す ｡ また, 例外的に 浄 (丑 を含む)以外の
人物に隈取りを用 い る ことが あるもの の , 塞
本的に は, 隈取りに よ っ て , 浄 (丑を含む)
とそれ以外の脚色とを明確 に区別し始め たの
は , 明の 伝奇で あろうと指摘す る｡
以上の ように , 明代で は浄と丑 は ｢花面｣
な どと称 され 一 括されて い たが, その ⊥ 方で,
昆山腔 で は浄と丑が明確 に区別さ れ るように
な る ｡ つ まり, 浄と丑 は大面 ( 大浄), 二 面
(副浄), 三面 ( 小丑) の 三 つ に 分化され た ｡
そ の うち, 三面は, ｢ 一 出鬼門, 令人大笑｣
(『揚州画肪録』 巻五)18) と い うよう に 前代の
花面を継承 しつ つ , 滑稽に徹する役柄に 限定
され, 二 面は時に瑛旦 の ような化粧を し,
｢服婦人之衣 , 作花面Y頭｣(同上) とあるよ
うに ｢Y 頑｣を演 じたり, ｢二 面之難気局亜
於大面, 温敬近於小面｣( 同上) と記 さ れる
ように , そ の気性は大面に 次ぐが, 温敬さと
い う点で は小面に近い もの で あ っ た ｡ 大面は
まさ に ｢ 気局｣に富む, い わ ば以前の末や外
が発展 した もの と考える ことができるだろう｡
そ の 隈取り は, 大面, 二 面, 三面の語 に対
応 し, 顔全体の化粧 (大面)と部分化粧 (二
面, 三面) であ っ たろう｡ 色彩としては, 紅,
黒 , 白などが主流 で あ っ た ことが, やはり,
『揚州画肪録』 の ｢大面周徳敷, 小名黒定,
() () 0 0
以紅黒面笑叫跳檀場｣ や , ｢ 馬文観, 字務功 ,
股譜史及びそ の 色彩の シ ン ボ リ ズ ム
為呂乱 などの 記載より窺え る ｡ ま た , 『揚
州画肪録』 は, それぞれの 色彩に よ っ て 人物
の 性格に異なりが ある こと を記 して い る ｡ そ
の うち, 白面は, 昆山腔の 特徴的な隈取りで
あ っ た の か, 白面の妙手として ｢洪季保｣ を
挙げる 一 方 ｢馬文観｣ に つ い て言及 して い る
項で は, ｢白面之難, 声音気局, 必極其勝｡
最盛乏急患手島集魚鳥暑, 名手換晃皐遠島｣
と記す｡ この 記載より, ｢白面｣ に は すで に
｢沈雄の 気｣ すなわち ｢ 心の 中に 思 うと こ ろ
ある｣ 悪役として の イ メ ー ジが備わ っ て い た
と見 られる ｡ 役者は登場人物の 内面の特性を
喜怒哀楽の 感情吐露の中で表現す るの である
が, それらは全て こ の白い ｢粉光 (隈取 られ
た面)｣ を通して表れ出づ る もの と考え られ
て い た ことが窺え る｡ すなわち, こ の記載は,
胎譜の色彩ごとに 登場人物の イ メ ー ジが特定
化され て い る こと を示すもの と言 える ｡
明末の 張岱 『陶庵夢憶』 に は, 浄役に扮し
た彰天錫が串戯を演じた折, ｢腹中剣あり,
笑裏刀あり｣ と いう はどの 鬼気殺機が陰に こ
もる名演技で あ っ たと記されるが , そ の 隈取
りに つ い て は , ｢借天錫之面目而愈 1 ｣とし
か描かれて い ない ｡ 同書 ｢求時雨｣ の項 で ,
『水耕伝』 中の 人物に 扮す る折, ｢ 眉墨な どで
顔を作らず｣ と取り立て て記され て い ると こ
ろを見れば, 眉墨を中心とす る化粧は 一 般的
で あ っ た はずで あろう ｡それゆえ,文献的に 見
て , 『揚州画肪録』 は, 胎譜の 色彩と脚色 の
性格と の 関係を記 した最初の 資料と言えよう｡
白面が昆山腔の 中で 工夫を重ね られ, その
特徴的性格を表現したの に対し, 七陽腔の 系
統は, その 劇日な どか ら, 黒面に 力点を置 い
た作品が多い と思われる｡ ｢古城記｣ の 張飛,
｢ 金網記｣の焦賛, ｢木杭記｣ の李達な ど新た
な人物が主人公として 活躍して い る ｡ こ の よ
うに , 明末 ･ 清初に は, 色彩と人物の 性格が
密接に 関係しなが ら, 腺譜が誕生 して い っ た
の で ある ｡ ただ, こ の 時代. 胎諸に つ い て は
雅部 (昆山腔) の記載はあるもの の , 花部に
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つ い て は斉如山所掲の 胎譜以外の資料を見い
出す ことはで きない ｡
清中葉以降に なると, その色彩の もつ シ ン
ボリズ ム に加えて , 脳門と両眉に具象的図柄
を描く ことに よ っ て , 人物の 特定化が更に 明
確に なされて 行 っ た ｡
例えば, 清中葉に脳門と両眉に は鋼叉図が
画かれて い たが , 清未申葉以後になる と,
｢寿｣ とい う文字が描か れ る項羽胎譜の 生成
が好例と言え る ｡ 鋼叉の 図は, ｢力抜山河今
気蓋世｣ は どの威勢の強さ をシ ン ボ ライ ズ し
たもの で あ っ ただろうが , 威勢の 強さはひ と
り項羽 に限 らない ｡ そ こ で烏江の 辺で自勿りし
た項羽の最紋を鑑み , 鋼叉図に代え て不祥を
払う寿字形 に変え たの であ る ｡ 『京劇胎譜図
説』1g)に は, 項羽の 脳門の 基本形として , 鍋
叉状が描かれ, 民国･銭金福(清末の 名浄銭宝
峰に学んだ とされる) の 筆法として , 寿状形
の 眉が描か れて い る ｡ 『中国戯曲曲芸詞典』a')
に 拠れば, こ の 基本形 は清中葉の もの と比定







また, 光武帝の部下として , 洛陽城守の蘇献
を落とし, 洛陽を奪い取 っ た武将 ･ 馬武の 胎
譜も, 乾隆以前と以後とで は大きく変化した｡
馬武は, 京劇におい て は ｢ 取洛陽｣ の主人公




包逐も, 乾隆を境として その 前後で は大き
く相違する ｡ 明代で は目上 に描かれた幅広い
直眉 は, 乾隆のi:腔で は少し轡曲し, 京劇に
なると包捧独自の 勺形に 曲が っ た眉に な り,




この ような僅か な例か ら見 て も分か るよう
に , 乾隆以前と以後に おい て は, そ の胎譜の
表現方法の うち, 脳門に 描かれる図象な どに
大きな変化を見せ る ｡ これ は, 清中期以後の
花部の勃興と大きな関わりがあるか らだ と考
え られ る ｡ つ まり, 演劇に通 じた士大夫層 よ
りも っ と広範で雑多な観衆の 脚色識別に は,
明快な マ ー ク の 存在が不可欠 で あ っ た ことと
は幅広で はあるもの の これとい っ た特徴的描
写はな されて い ない ｡ それが, 清初, そ して
乾隆以前, 以後と変化して い き, 性急な形相
が次々 に加えられて い く｡ 目は喜鵠に描かれ,
紅眉 は火他に改め られる｡ (〔図2〕)
胃『斉晶J全集』) 民国侯音瑞筆法(『京劇股譜 馳 )
込め られ ことに なる ｡ 一 方, 脳門に も, 乾隆
以後は三 日月或は太陰の 図, 地方に よ っ て は
太極の 図が加え られ, それに よ っ て , 陽官の
外, 陰間裁きのイ メ ー ジが シ ン ボ ライ ズされ
て い っ た ｡ (〔図3〕)
清後期民国
(『斉如山全集』)
関連 があるの で はない だ ろうか ｡
こ の 点をより具体的に述 べ れば, 脳門な ど
の 図像が多様化した 一 つ の 原因に , 社火な ど
の 民間芸能の 影響が あ っ たか らで あろうと推
定されるの である ｡ 社火とは, 社章に おい て
演じられる芝居を指し, 古く は 『東京夢 輯 』
｢六月六日葎府君生 日二十四 日神保観神生日｣
に ,
胎譜史及びそ の 色彩 の シ ン ボ リズ ム
某社火呈於露台之上 ｡ - 自早呈技百戯
如上竿, 趨弄､ 跳索､ 相撲､ 鼓板 ､ 小唱 ､
闘鶏､ 説詳話､ 雑粉､ 商謎､ 合笠 ､ 喬筋骨､
喬相撲､ 浪子雑劇 ､ 叫果子､ 学像生､ 悼刀､
装鬼､ 研鼓､ 牌棒､ 道術之類色色有之｡
暮至洩不義a')｡
と ｢社火｣ の語が見え, 一 種の 神楽に ような
もの が演じられて い た ことがわかる ｡
一 方, 近年, 山西 で も収穫の 後に感謝を捧
げる社祭儀式の 一 部始終が記さ れた ｢迎神賓
社礼節伝簿四十曲宮調｣21) が 発見さ れ, ｢社
章｣ の具体的内容が 明らかに なり, 社章に お
い て演じられる芝居 こ そが, 形式は末代と異
なるかもしれな い が , ｢社火｣ と見 なす こ と
の で きるの で はない か と思われる ｡
その社火に用 い られる胎譜に は, 実に多く
の 図像が用い られ, 登場人物の特定化を明確
に させ て い る ｡ 観衆側か ら言えば, 人物の判
別が容易に できる ことな る｡
社火の胎譜の中で , 例え ば, 後述するよう
に , 関羽の胎譜に ｢七星症22)｣ が あり, 後に
京劇で も ｢七星症｣ をもつ 関羽が あるなどの
点, 大い に共通す るもの が ある ｡ 今 日, 中国





詩讃系の 傑戯や杜火が考え られ るz3)｡ とすれ
ば, 京劇 ･ 地方劇などの 胎譜の多様化に , 社
火の影響があ っ ただろうと仮定す ることもあ
ながち無理 で はあるま い ｡
また, 都の 京劇と比較して , 地方劇の方に
具象的マ ー クが存在する ことも, 社火との 結
びっ きの強さを想像し得る ｡地方に よ っ て は,
社火は無言劇で ある こ とも多く ､ そ れは自ず
と具象的 マ - ー ク に よ っ て登場人物を特定する
ことが必要 で あ っ たろう｡
例え ば, 地方劇の 一 つ で ある婆劇の 胎譜24)
で は, 魚を顔面に 貼り つ けた張順面な どがあ
る ｡ 張順 は, 『水前伝』 に 登場す る泳ぎの 名
辛, 締号 は, ｢ 浪裡白候｣ とい う は ど水中に
通 じて い る ｡ 魚は, まさ に張順 の得意とする
もの をイ メ - ･ ジ化して い る ｡ また, 朱武宗に
そ の皇帝と して の シ ン ボ ル鳳風を描き, 楊七
郎股譜 は , 京劇な どで描か れて い る脳門の
｢虎｣ 字が削られ, 武力の 威厳を示す虎噴が
いか め しく具象化され, 眉 に は鋸歯形が力強
く描かれ て い るなどである ｡ (〔図 4〕)




なされた わけ で は ない ｡『中国戯曲通史( 中)
』25)に記される よ うに , 清初のi:腔に は , す
で に黄巣の脳門に銭型模様が描かれ て い る｡
ただ, 黄巣の銭型模様は , 明末の小説 『残唐
五代史演義伝』 に ｢面如金紙｣ としか記され
て い な い が, 或は銭型症 などがあり, 写実と
して描かれた可能性もあるか もしれない ｡＼
一 方, 斉如山の挙げる明の腺譜中の 豹精や
鍾櫨などに は, 既に煽幅や王の 字などの シ ン
ボ ライ ズされた マ ー ク が脳門に措かれてい る｡
こうした明朝 の神怪の描写が, その 後, 人物
胎譜に も応用され, 個別の脚色 の も っ とも特
徴的な事柄を種々 の マ ー ク に シ ン ボ ライ ズし
て い っ たもの と思われる ｡
こうした, マ ー ク と色彩に よる人物の特定
化に よ っ て , 限 られた排優で 多数の 役柄を示
す ことが可能に な っ たわけで, 結果と して無
数の 股譜が生み出され, 清末に は胎譜芸術の
極み に達 したの で ある ｡ 清の 後期の 銭宝峰,
慶春囲, 何桂山などの名浄角に よ っ て浄角股
譜に は工夫が加え られ, 銭金福, 楊小楼, 許
徳義, 何桂山などが更 に完成度の高い胎譜を
作りあげて い っ た｡ ち なみに , 胎譜描写 の妙
手銭宝峰はかの 仇英の 巧みに 職え られ, 何桂
山は八大山人の 豪放さ に比されるまで にな る｡
(何桂山) 為仇十洲之工 細, 何則八大之豪
放26)｡
従前銭宝豊勾鹸､ 異常之慢､ 異常之細 ､
両種顔色交角処､ 極為整斉｡ 戯界日 : 巌練
合縫｡ 言其是没有 - 些出入 ､ 極為美観zT)o
銭宝峰は, 三慶珪や春台班 な どの名班で も
演じた ｢ 張飛｣ 役の名排優で あ っ た が, その
隈取りの 巧み は ｢極為美観｣ と称 された の で
ある ｡ 近年出版された 『中国京劇史』乃) に は
排優 一 人 一 人の伝記が付されて い るが, 演じ
た劇目や , 打, 唱などと並 ん で, 勾股の特徴
に つ い て も記 される点, 京劇そ の もの が胎譜
芸術なくして は総合芸術たり得ないもの で あ っ
た ことの証左とも言える ｡
花部胎譜の勃興 に つ い て は, 健戯 ･ 社火 な
どとの影響関係に言及 したが, それとは別に ,
そ の洗練に向かう要因の 一 つ に は, 西太后を
上 に戴く宮廷 の姶譜に対す る考え方が反映さ
れて い た点も挙げなくて はならない だろう ｡
二 十日 《平安如意》 団場､ 上場人露白腿､
藍腿, 下場解帯摘線発 ､ 憾怠 ｡ 以後有差無
0 0
差都得剃頭 - ･不論什麿角都穿彩補｡ - 勾胎
呆婁兵長畠｡ (同治十三年 ｢旨意梢｣)刀,
｢ 隈取り はい い加減に なされて はならな い ｡｣
とい う宮廷 の意志 は, 当然そ の系譜に ある京
劇界全体に も伝え られ たと考えられる ｡ 京劇
脆譜は, 国都北京の伝統演劇の 中より誕生 し
たとい う性格か ら, そ の後は地方劇へ も影響
を与え つ つ 今日を迎え て い る｡ 清末以後, 戻
劇の地方劇 へ の影響に つ い て は , 次の 一 文が
示唆的で ある ｡
私が幼い時, 目に した秦腔の 老芸人華啓
民が莞､Eた張飛 の胎譜は ｢高貨宥凝 凱
に ｢忠眼｣ ｢ひ げの 傍らに は梅花模様｣ が
あ っ て , 陳西 の民間 ｢社火｣ 胎譜の 張飛と
全く同じ描かれ方で あ っ た ｡ 解放後, 華啓
民が措い た張飛勝譜か らは梅花模様が取り
去られ, 色 は全体に広がり, 白色に変わり,
次第に 京劇胎譜に近 づい た ｡ また, こ の書
物の編集に 当たり, 先頃もう 一 度描い て も
らうと, その画法は京劇鹸譜と全く同じに
な っ て い た ｡
今年, 陳県桑家阻 で発見され た数枚の 民
国15年の (社火) 胎譜を見 ると, そ の 中に
ある張飛股譜はもとの秦腔の 股譜と完全 に
一 致した ｡ これらは ｢社火｣ 腺譜と戯劇腺
譜の 関係を充分に説明して い る 軌
こ の記載に依れ ば, 張飛の描写法を見 ると,
解放前の 社火胎譜と秦腔胎譜は同 一 で あ っ た
が, 解放後, 秦腔の 胎譜は徐々 に京劇腺譜に
近 づき, つ い に は京劇と同様に な っ て しま っ
た と言う ｡
とするな らば, 今日見る地方劇の 胎譜は,
往々 に して京劇の影響下に改変された可能性
が あるこ とを考慮 しつ つ , それぞれの胎譜 の
脇譜史及びそ の 色彩の シ ン ボリ ズ ム
特徴を考察する必要もあろう｡
そ れで は, 胎譜は どの ように して派生 して
い っ た の か ｡ その生成に お いて考えられる規
則性に つ い て 章を改め て考察を進 めよう ｡
3. 股譜の多様化 一 紅と黒を通 して -
胎譜は 一 つ として同じもの はない ｡ 一 人物
一 膝譜で あり, 歌舞妓の 隈取りの ように 同型
の役に共通して 用い られる類型性は存在しな
い ｡ か なり類似した胎譜で あ っ て もどこか に
相違が存在し, 確固とした固定性を作りあげ
て い る ｡
その 固定性を作りあげて い る第 一 の 要素は
色彩で ある｡ 本章で は , 股譜の 中心をなす色
彩で ある紅と黒に つ い て , そ の 色彩の シ ン ボ
リズ ム と多様化に つ い て 見てみる こととする｡
3. 1 紅に つ い て
第 一 章で述 べ たように , 文献資料に登場す
る色彩の中で も最も多い の は, 紅 , 黒, 白の
三色 で ある ｡ 明代の 胎譜を見 れば, ｢最初必
甚簡単 ｡ 約不過紅 ､ 紫､ 黒 ､ 藍､ 黄 ､ 緑､ 白｣3
1)
と言われ るように , 紅, 紫, 黒, 藍, 黄, 緑, 白
の七色が基本で あり, 後に桃色 , 灰色, 赤褐色
が , そ して 常人と隔たる神や仙人･妖怪を表現
す る金色 , 銀色が加わ っ てきたことが窺え る｡
中で も, 紅脇は最も主要な もの で , 関羽が
その 代表格で ある ｡ 紅胎と言えば関羽, 関羽
劇と言え ば紅生劇と言れるまで に関羽は親ま
れて い る ｡
関羽が赤系の顔にな っ たの は, 小説で は,
元 の 『全相平話三国志』 に始まる ｡ ただし,
『全相平話』 で は, ｢面如紫玉｣ と描か れ, 秦
靖本の 『三国志通俗演義』 に 到 っ て ｢面加重
蕪｣ とな っ た｡ 一 方, 劇で は, 元雑劇の ｢諸





と見え , 本来 ｢っ や つ やとして 赤味の ある｣
顔 であ っ た ｡ 同 じく元の ｢単刀会｣ は,
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賀長 一 尺八, 品晶良品息｡刃)
とその茸の長さと顔色が特記される｡ しか し,
顔色に つ い て の記載は他に見えず, むしろ身
長や眉目 へ (D傾注が多い ｡
某姓関名羽字雲長, 乃蒲洲解良人也｡ 某
幼而勇猛, 神眉鳳目, 髭垂三給, 身長九尺
二 寸｡34) (｢桃園三結義｣)
明の ｢古城記｣ は小説と同じく,
我二 弟雲長, 生得臥苦眉, 丹鳳眼 , 面加
重窮, 髭分五髭 ｡35)
と記される ｡,｢垂窮面如｣ の ｢垂｣ に つ い て
は, 魯迅, 馬琴, 駒田信二 な どに微妙な見解
の相違はあるもの の , 総じ て , ｢ くすべ た赤
い 色｣ と解釈 して い ると言 っ て よい だ ろう｡
それゆえ, 関羽 の紅色は, 関羽本来の赤ら顔
より発 し, 明に は紅臆として定着化して 行 っ
たと見なせ る ｡
この 赤い 色は, 斉如山に 拠れば, ｢
-℃腔中
に早くか らあり｣｢北京で も こ こ数十年来,
手で塗り つ ける方法が行われて い る｣ が , そ
れ は ｢元･ 明時代に行われ たもともと の やり
方を踏襲した もの で ある ｡｣講) との こと で あ
る｡ 清初 の -℃腔 の胎譜 は, 梅蘭芳旧蔵陰譜が,
斉如山に よ っ て早くより紹介され, 前述の 張
庚 ･ 郭漢城主編 『中国戯曲通史_I( 中)』 に も,
その事本が掲載されて い る｡ 関羽の胎譜は鋭
くきりりと した目に ある種の威厳さえ覚える
それで あり, 明代の重層 は整然 とした眉に改
め られる ｡ それが清朝後期の 京劇に なると,
或もの は黒症の ようなもの を描き入れたり,
北斗七星を描出したりする こ とが多くな る｡
こ の黒症 に つ い て は, 実際の人物に酷似させ
る ことは不敬に当た るとの 見方か ら, 関羽へ
の 畏敬を表わすため行 っ た , い わゆる ｢ 破臆
(額な どに顔色とは異な る色 の 点や模様を入
れる)｣で あ ると言われる ｡37) ｢北斗七星｣ も
偉大な人物として の シ ン ボ ル で あ っ たろう｡
その証拠に 『晋書』 巻九十八 の ｢桓温伝｣ に














さて , その 関羽に よ っ て形 づくられた忠義
の イ メ ー ジと して の紅をその ままに引き継い
だの が妾維或は関勝で ある ｡ 妻維はもともと
魂軍 の大将で はあ っ たが , そ の身を萄軍に 投
じて孔明亡きあともその 志を継い で萄 へ の 忠
義を全う した人物で あ っ た ｡
関勝は, 『水耕伝』 第64回 に 登場す る関羽
の子孫｡ 京劇で は ｢収関勝｣ に 登場するが隈
取りは紅胎で ある ｡ 一 方, 同姓の関泰は関羽
の子孫とは特定されて い な い が, 同姓ゆえ に
紅腺を施される ｡
こうした性格の類似性や同姓或は血族に 属
す る以外に , 主人が悪な るがゆえに, その 主
人を親刺する意味を込め て紅腺を塗られた人
物に ｢就斉君｣ 劇の 笹子, ｢詫花渓｣ 劇の 楊
子林が い ると言う｡ しか し, 佳子, 楊子林は





｢肝眉｣ とい う悪人の眉を描い て その 本性の
悪人ぶ りを明示す る｡ この ように牽強付会な
色彩決定 もなされ るの で ある ｡
3
.
2 黒 に つ い て
次に黒腺に つ い て言及 したい ｡ 前章で述 べ
たように , 七陽腔の系統は, 黒股の発達に よ っ
て浄脚を中心とした劇目を作 っ て い っ たが,
そ の黒鹸の代表格は包逐と張飛 で あろう ｡
包逐に つ い て は, 阿部泰記が明代中期の醜
胎説形成を中心 に , 包捷勾腺に つ い て 詳細な
検討を行 っ て い る ｡38) それに拠れ ば, 斉如山
の 論の如く, 包逐は, ｢鉄面無私｣ と ｢相貌
醜随｣ の 二 つ の 原因に よ っ て , 明中期頃より
黒腺に特定されたと言う ｡
一 方, 張飛とい えば, 元 の ｢諸葛亮博望焼
屯｣ に 登場す るが , そ こ で は,
0 0
弥将這環限浄固惚定誰, 夢抄起黄髭努,
股譜史及び そ の 色彩 の シ ン ボ リ ズ ム
休顕出他那五覇諸侯王気力, 他不住的叫天
呼L地軌 -
と, 環眼だ けが特記さ れて い るに過 ぎなか っ
た ｡ しかし, ｢劉関張桃園三結義｣ に なる と
張飛が ｢腹黒｣ で あると記さ れる ｡ この ｢桃
園三結義｣ は開名撰で , 今に残るの は万暦間
の脈望館越元度の校本で あり, 元の 作品か,
明の作品か は断定で きない が, 次の ように記
される ｡
- 今日是箇好日辰 ｡ 張飛寄邦義了両箇寄




B&呂, 産鹿島鹿島&｡ 庵暑善良鹿島｡ ･ ･ ･ 仰)
劉備の白に , 関羽の紅と張飛の黒と対比され
用い られて い る ｡ 舞台芸術として の 効果を重
ん じたもの で あろうが, 張飛が黒 に特定さ れ
たの に は, それなりの 根拠があ っ たと思われ
る ｡ その理由は何か ｡
明代小説 に お ける相法に つ い て 論じて い る
小川陽 一 に 依れば41), 末代話 本と 目 さ れ る
『警世通言』｢桂衝内白鶴招妖｣ で は, 張飛 は
｢ 生得悪相貌｣ の 人とさ れて い る ｡ 張飛 の
｢悪相貌｣ とい う描写 と, 包担が ｢黒臆｣ に
特定さ れた根拠の 一 つ で ある ｢醜悪な面相｣
とを考え合わせれば, 張飛 もまた , その ｢醜
悪な面相｣ をもっ がゆえに 黒胎にな っ たと解
釈で きな い で あろうか ｡
斉如山は ｢黒色胎｣ の項で ,
凡人之血強而濁音, 其胎必黒 ｡ 其性情必
哲直孔武有力｡故戯中勾黒勝之人, 係好人42)｡
と言う ｡ 確か に 張飛もまた ｢替直｣ な性情で
はあろうが, それゆえ に ｢黒色胎｣ に な っ た
と言うよりは, 張飛が ｢悪相貌｣ 或は黒 に関
わる顔色であるが ゆえ に ｢黒胎｣ に なり, そ
の張飛の性格が結果として , ｢ 哲直好武に し
て力有る｣ もの で あ っ たと も考え られよう｡
とこ ろ で , 唐代既に , 張飛が黒股で あ っ た
とす る説がある ｡ 李商隠 ｢頃児詩｣ に見え る
一 句 ｢或諺義兵乱 の ｢胡｣ の 字が , ｢面鋤
黒似胡｣, つ まり ｢覇の ように黒 ずん で い る











と記す｡ この 解釈に従えば, 黒い 色は張飛の
面部の 化粧として既 に唐代に 定着して い たと
言 え るか も知れない ｡
また , ｢ 悪相貌｣ に , 黒い 醜悪 な顔の 意が
含有されて い た ことを裏付けるもう 一 つ の 根
拠と して, 黒旋風 こ と 『水耕伝』 の 李達が黒
胎で ある ことも挙げられよう｡ 元初, 高文秀
作に な る ｢黒旋風双献功｣ 雑劇の 中で ,
(孫孔目驚科云) 是人也那是鬼｡
(宋江云_) 寄寄休驚莫伯, 則他十三 箇頭
領山児李達, 盛義人善也侶,｡
と, 李達が [~貌悪人善｣ で あると記さ れる ｡
この ように醜悪は黒股とい う仮説と符合する
ように 思われるの である ｡
他に , 黒胎と して項羽も挙げなければな ら
なく, 項羽 は相法 で は ｢悪相｣ の 一 人とされ
るが , ｢ 悪相_｣ の意の 中に ｢醜貌｣ の ニ ュ ア
ン ス が い か はど込め られて い たか に つ い て は
より詳しい検討を行わなければならない ｡
以上 の黒胞の 三人, 張飛, 包公 , 李達 は,
いずれも ｢忠毅曹直｣ の者で あり , ｢黒旋風
双献功｣ 劇の 中で宋江が言うように, まさ に
｢醜悪な人物の 心は善で ある｣ と言 え る 一 面
をもつ ｡ それゆえに, 斉如山が言うところの
｢勾黒胎之人皆係好人｣ とい う戯曲界の ｢恒
言｣ が生まれるに至 っ たの で あろう ｡
しかし, ｢黒臆｣ の 全員が醜悪 で あ っ たり,
本来黒 い顔であ っ たり したわけで はない ｡ 極
め て単純な理由に よ っ て黒股に特定された例
もある｡
｢ 如李剛, 醇剛, 桃剛等則 一 味剛直者也｡｣46)
と言われる李剛, 昏剛, 桃剛の 三人の うち,
李剛, 醇剛 の 二 人 は , 他 で もな い ｢ 剛｣と
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｢鋼｣ と の音通か ら ｢鋼｣ の 色 で ある黒色を
用 い るように な っ.たと考え られる ｡
この ような音通は ｢烏｣ の字におい て も見
られ る｡ 妖法使い の ｢烏礼黒｣, 凶暴で 残忍
な ｢烏成黒｣ な ども ｢烏｣ の もつ 黒のイ メ ー
ジ及び名前に用 い た ｢黒｣の字に よ っ て ｢黒
胎｣ にな っ たの で なな い だろうか ｡ ｢烏｣ の
音は ｢フt｣の音に等しい ｡ や が て ｢フt尤｣ も
黒胎に な っ て いく ｡ こうした音通 に よ る特定
の 仕方も胎譜の色彩を決定づける 一 方法であ っ
た ｡
黒胎の忠義 ｡ 勇敢さ の典型的人物で ある尉
遅恭は, もと唐朝の将軍で あり門神として も
名高い ｡ 『隔唐演義』 に題材を取 っ た京劇の
｢ 白良関｣(別名｢ 父子会｣ また は ｢雌雄鞭｣)
に は, 尉遅恭, 尉遅宝琳父子が登場す る｡ 宝
琳は忠義の 父の 黒姶を踏襲 し, や はり黒脆で
描かれ, ただ宝琳に は父子両者の別をは っ き
りす るため に若さを示す紅色 の線が描き添 え
られて い る ｡
父子の 類似は, 桃期, 桃剛父子に も見 られ
る ｡ 光武帝の 下に仕え る桃期 は実直な人間で
あり黒胎を施される｡ しか し, 前述三剛 の 一
人 で もある息子の桃剛は軽挑浮薄な 一 面をも
ち, その ため, 黒胎を襲用する もの の狼牙眉
を画 い て その 相違を明確に示す ｡
ま た, 単なる性格の 一 致か らはとん ど同じ
隈取りを襲用する人物もい る ｡ それは張飛 と
類似の性格をもつ 焦賛などで ある ｡
4. まとめ
以上, 臆譜の発生と変化分化の歴史及び胎
譜に見 られ る紅と黒を中心と した色彩とそ の
派生に つ い てま とめれば, 以下の ように な ろ
う｡
健祭の仮面などが母体と考えられる臆譜は,
唐の ｢塗面｣ ｢染面｣ を濫腸と し, 宋の 戯文
資料に至 っ て , ｢抹｣ ｢瑛｣ などの描写法が記
され るま で に な る ｡ 次い で, 金の 侯馬童墓な
どに よ っ て , 滑稽役者が隈取 っ て い る こ とが
類推可能とな っ た ｡ 『元曲選』 中に は, 副浄,
瑛旦を中心とした部分化粧の 記載が見え, 莱
や外などに も, 脚色人物本来の顔色が特記さ
れるように なり, こ の こ とは内面的個性を顔
色に表わそうとする噂矢と考え られる｡ その
後, 明の伝奇に な ると, 浄 (丑 を含む) とそ
れ以外の 人物を明確に区別す るため に腺譜が
用 い られた ｡ 昆山腔で は, 浄と丑 は, 大面,
二面, 三面と胎譜の 施行方法 に基づくと思わ
れる名称で呼ばれるように , 胎譜によ っ て脚
色が区別されるように な っ た ｡ やがて , 色彩
ごとに登場人物の 内面が シ ン ボ ライ ズさ れ,
加えて , 清中葉で は, 脳門と両眉に具象的図
柄を描く ことに よ っ て , 人物の 特定化が更に
明確 に なされて い っ た ｡ 京劇を中心 に , まさ
に胎譜芸術の極み へ と向か うの で ある ｡ こ の
背景に は, 京劇な どの花部の享受者が雑多で
広範で あり, 彼らに は明快な脚色色別の ため
の 手段が必要で あ っ た こ とが挙げられる ｡ と
同時に花部の 胎譜の派生に は, 社火胎譜の影
響もあ っ たの で は ない か と推論した ｡ 一 方,
京劇臆譜の洗練に は宮廷の 胎譜に対する考え
方も反映されて い たと言え よう｡
この 内面性を表象すると考え られた胎譜は
①そ の類似した個性を同色の範時に 収め ただ
けで はなく, ②親子襲用 , ③姓名或は色彩語
との 類似性, ④音通 に よ る相関性な どの 要素
っ まり ｢意味付け｣ に よ っ て, 数多い 胎譜の
色彩を決定 して い っ た ｡
もちろん, そ こ に は, 古く 『都城紀勝』 の
｢瓦舎衆伎｣ の条に ある ｢影戯の人物｣(人形)
につ い て論じたような規準, つ まり ｢公忠｣
｢貯邪｣の 別はあ っ た ろう｡
公忠者離以正貌, 肝邪者輿之丑貌, 蓋亦
寓褒旺於市俗之眼戯也｡47)
文中の ｢公忠｣ は善, ｢ 姉邪｣ は悪 と置 き代
え て も良い かも知れな い が, ｢市俗の 眼戯｣
に よ っ て , 善悪は褒旺 の評 を得て , 正貌, 丑
貌の 人形に離どられたの である ｡
しか し, こ の善悪二 分化の意識は, 日本の
股譜史及びそ の 色彩 の シ ン ボ リ ズ ム
歌舞妓の 隈取りに おい て , 紅を基調 とした明
色系統が正義を表わし, 青を基調とした暗色
系統が不正を表わすとい うような確B]とした
統 一 原理 に よ っ て裏打ちされて はい なか っ た｡
む しろ反面的意味を込 めて色彩を決定したり,
舞台上の 色彩バ ラ ン ス な どの 視点から臆譜の
色彩を決めたりと, 股譜に は厳密な意味で の
正邪 の別は存在して いなか っ たと見られる ｡
ただし, 人間と神鬼の 区別はは っ きりして い
た らしく, こ の 点, 日本の伝統演劇が, 人間
と神霊とを隔合さ せ て演じて い る こととは大
きく相違 を見せ るが, これは別論で述 べ る予
定 で ある｡
筆者は当初, 幾 っ か の地方劇を見, か つ 文
献資料の初歩的検討を通 じて , 胎譜に は役柄
の個性を象徴する明白な色彩の シ ン ボ リズ ム
が存在するの で はな い かと想定 したが , 色彩
的に多用され る紅と黒の 二 色に 関 して は, 檀
め て暖味な シ ン ボ リ ズム しか存在しな い よう
に 見え た ｡
か か る紅と黒の腺譜の 考察結果 は, 魯迅 の
｢胎譜の臆測｣ で発言し た 一 文を思 い 出さ ず
に はい られな い ｡
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士君子は, つ ね に部門別に人々 を分類し
て い る｡ 平民も分類 して い る ｡ わた しの考
えで は, こ の ｢股譜｣ は, 排優と観客とが
共同して, 漸次, 協議, 決定 した分類で あ
る ｡ だが, 平民 の識別し, 感受する力は,
士君子の ように細微で はなか っ た ｡ まして
我々 の古代の舞台の つ くり方は, ロ ー マ と
違 っ て い た結果, 観客は非常に散漫で , 義
現を強調 して い ないと, 彼らは気づかなか っ
た し, 見て もわか らなか っ た｡ こうして ,
それぞれの型 の人物の胎譜は, どうして も
誇大化, 戯画化, の ちに なると, 珍奇で奇
怪に さえ つ くりあげて , 実際か ら遠く離れ
て , ま るで象徴的手法の ようで あ っ た ｡48)
と述 べ て い るが , 胎譜の誇大化, 戯画化は,
まさ に観客と俳優との 共同作業の 中で , ｢平
民｣ の ｢細微で はな い｣ 観賞力に 応えた もの
に な っ た で あろう｡ それゆえ, そ こ に は親子
襲用, 音通な ど様々 の相関性に よ っ て脆譜が
生み出され, 或 もの は, 体系的 シ ン ボ リ ズム




1) 従来, 胎譜に つ い て の 資料は
1
. 斉如山 : 国劇簡要圏案, 1934.
2. 斉如山 : 腺譜囲解 (1, 2ともに 『斉如山劇学叢書』 之七 に収む), 1934.
3
. 翁偶虹 : " 胎譜的演変附圏
"
, 劇撃月刊第四巻第十二 期
が代表的なもの で あ っ たが, 近年様々 な胎譜集が出版されて い る ｡ 以下, 管見に入 っ た書
籍を挙げれば以下の ようで ある ｡
4
. 陳浩然 : 中華国劇臆譜, 台北 ･ 上青文化事業有限公司, 1970.
5. 胡百川 : 胎譜, 隣西省聴解文化館, 1980.
6
. 曹園麟 : 国劇胎譜塾術, 台北 ･ 漢光文化事業股扮有限公司, 1984.
7
. 叶文責 : 中国陳西社火股譜, 上海人民美術出版, 1989.
8. 劉合復 : 京劇胎譜圏説, 北京燕山出版社, 1990.
9. 翁偶虹 : 姶譜大全, 北京 ･ 中国書店, 1990.
10. 越夢林 : 京劇姶譜, 北京 ･ 朝華出版社, 1992.
他に , 中国芸術研究院戯曲研究所資料室編に なる 『中国戯曲研究書目提要』( 北京･ 中国
戯劇出版社, 1992) に は, 以下の 書籍が紹介さ れて い る｡
11. 張笑侠主編 :水薪股譜集, 華葉書局 , 1950.
12. 呉暁鈴纂輯 : 那寿臣胎譜集, 中国戯劇出版社, 1962.
13. 郭元扮編絵 : 京劇胎譜, 寧夏人民出版社, 1963.
14
. 劉至官指導 : 劉杢官京劇験譜集, 雲商人民出版社, 1963.
15
. 顔少杢編絵 : 京劇胎譜, 江蘇人民出版社, 1987.
などの京劇を中心 とした胎譜と, 以下の ような昆曲及び各地の 地方劇の鹸譜集が紹介され
て い る｡
16. 金紫光著文 :昆曲脇譜, 人民美術出版社, 1963.
17
. 江西省戯曲学校編選 : 江西古典戯曲股譜選集, 上海文芸出版社, 1960.
18
. 湖南省戯曲工作室編 : 湖南地方戯曲股譜選集, 湖南人民出版社, 1959.
19. 中国戯劇家協会庚東分会編 : 卑劇膝譜集, 廉東人民出版社, 1963.
20. 四川省戯曲研究所編選 :川劇腺譜選 , 上海文芸出版社, 1963.
21
. 沈福馨編 : 貴州安順地戯面具, 民族出版社, 1989.
22
. 何瑞勤 ･ 千明善編絵 : 秦腔験譜 ( -) , 陳西人民美術出版社, 1984.
ま た, 地方劇の 調査成果は, 中国に て陸続と出版されっ つ ある ｢中国地方戯曲志｣ に集大
成されて釆て い るが, それら各地の 地方戯曲志の 中に も腺譜が紹介されて い る｡ 本邦で は,
23. 磯部彰 : " 中国地方劇の 劇本- 一婆劇の劇本と萎劇胎譜 - - " , 中国地方劇初探, 多賀
出版, 1992.
に , 漸江省の婆劇腺譜が紹介されて い る｡
また, 社火の 腺譜として は, 以下の 二書を入手した ｡
24. 陳西省聴解文化館 :腺譜, 陳西省聴解文化館出版, 1980.
25
. 叶文責編輯 : 中国映西社火胎譜, 上海人民美術出版社, 1989.
2) 趨夢林 :京劇胎譜, 北京 ･ 朝華出版社, 1992, p.ll.
3) 浜 - 蘇 : ` `臆譜源流
"
, 東方学論集, 第 一 , 1954.
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4)王安祈 : 明代伝奇之劇場及其芸術, 台湾学生書局, 1986.
5)孟郊の ｢弦歌行｣ に見ゆ ｡
6)温庭埼 ｢乾贋子｣(『太平広記』 巻496に引く) に 見ゆ ｡
7) 銭南揚校注 : 永楽大典戯文三種校注, 中華書局, 1979.
8) 入矢義高､ 梅原郁訳 ‥ 東京夢華録, 岩波書店, 198声.




山西稜山金墓発掘簡報 " , 文物1983年第1期, 1983.
中国大百科出版社編, 中国大百科戯曲曲芸巻, 中国大百科出版社, 1989. 参照 ｡
ll) 蔵晋叔編 : 元曲選, 中華書局, 1979.
12) 同 上
13) 注 7) と同じ｡
1 4) 呉梅編 : 著摩他室曲叢, 1928.
15) 注 7) と同じ｡
16) 同 上
17)注 4) 参照 ｡
18) 李斗:揚州画肪録, 世界書局, 1979.
19) 注 1) 8参照 ｡
20) 上海芸術研究所 ･ 中国戯劇家協会上海分会編 : 中国戯曲曲芸詞典, 上海辞書出版社, 1981.
21) 礼節伝簿の研究と して は 『中華戯曲』 第三輯 (1987年4月) ｢《礼節伝簿》 研究｣ の特輯号
が参考に なる ｡
22) 注 1)24参照 ｡
23)1993年11月 5日東方学会第43匝栓 国会員総会 ｢戯曲シ ン ポ ジウ ム｣ の 席上, 金文京は ｢中国
演劇史に おけるふ た っ の 潮流｣ と題 して , 楽曲系と詩讃系の 二 大区分 に つ い て提起された ｡
24) 注 1)23参照 ｡
25) 張庚 ･ 郭漠城主編 ‥ 中国戯曲通史, 中国戯劇出版社, 1982.
26) 孫履安 『京塵雑憶』, 下記 注28) に 引く ｡
27) 斉如山 : "胎譜
"
, 斉如山全集之 七 聯経出版事業公司, 1980.
28) 北京市芸術研究所､ 上海芸術研究所 ‥ 中国京劇史(上), 中国戯劇出版社 1990.
29) 襲和徳 ‥ "清代宮廷戯曲的舞台美術
"
, 舞台美術研究, 中国戯劇出版社, 1987参照 ｡
30) 注 1)24の ｢編者的話｣ に見ゆ ｡
31) 注 1) 2に 見ゆ｡




















42) 注27) 参照 ｡
43) 劉靖之: 関漠卿三国故事雑劇研究, 生活 ･ 読書 ･ 新知三聯書店香港分店, 1980. pl参照｡
44) 任言内( 半塘): 唐戯弄, 北京人民学出版社, 1978, p.287.
45) 博惜華 ･ 杜穎陶編 : 水耕戯曲集第 一 集, 古典文学出版社, 1957.
46)注27) に同じ
47) 濯圃耐得翁: " 都城絶勝 " , 東京夢華録 (外四種), 古事書屋, 1975.
48) 魯迅 :
" 胎譜之臆測 " , 且介亭雑文, 訳文は 『魯迅全集』 8 ( 学習研究社出版 , 1984) に拠
る｡
付記 : 小論は平成五年度文部省科学研究費 (一 般研究C)｢中国腺譜考｣( 代表磯部祐子) の研究
成果の 一 部である ｡
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